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『
西
天
仏
説
八
万
大
蔵
経
目
録
』
に
つ
い
て

―
『
西
遊
記
』
か
ら
素
材
を
得
た
朝
鮮
伝
承
偽
経
―

佐

藤

厚

専
修
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
兼
任
講
師

一

問
題
の
所
在

偽
経
と
は
仏
教
経
典
の
中
、
イ
ン
ド
以
外
で
成
立
し
た
経
典
の
こ
と
を
い
う
。
中
に
は
教
理
的
に
高
度
な
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は

現
世
利
益
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
内
容
も
、
利
益
を
増
大
さ
せ
る
た
め
に
仏
名
を
繰
り
返
し
た
り
す
る
な
ど
、
工
夫
を
こ
ら
し

て
い
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
西
天
仏
説
八
万
大
蔵
経
目
録
』（
以
下
本
書
）
は
現
在
、
朝
鮮
半
島
に
だ
け
伝
承
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
め

ず
ら
し
い
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
列
挙
さ
れ
た
経
典
の
名
前
を
「
見
る
だ
け
で
」
大
蔵
経
を
読
ん
だ
功
徳
が
あ
る
と
い
う
。
経
典
の
名

前
や
仏
の
名
前
を
「
唱
え
る
」
功
徳
は
よ
く
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
見
る
だ
け
」
で
あ
り
、
易
行
も
こ
こ
に
極
ま
れ
り
と
い
っ
た
感
の
も

の
で
あ
る
。
そ
の
経
典
も
、
本
物
の
経
典
名
も
あ
れ
ば
い
か
に
も
偽
作
と
い
う
経
典
名
も
あ
る
。
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さ
ら
に
筆
者
の
興
味
を
引
い
た
の
は
、
経
典
名
を
挙
げ
る
時
、「
涅
槃
経
一
部
。（
四
千
八
百
巻
の
内
、
四
十
二
巻
、
在
唐
。）」
と
い

う
書
き
方
で
あ
る
。『
涅
槃
経
』
は
実
際
に
存
在
す
る
経
典
で
あ
る
が
、
中
国
に
存
在
す
る
の
は
三
六
巻
ま
た
は
四
十
巻
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
こ
れ
が
本
来
は
四
八
〇
〇
巻
と
い
う
膨
大
な
数
が
あ
っ
た
！
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
創
作
で
、
イ
ン
ド
に
あ
っ

た
経
典
の
ご
く
一
部
し
か
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
経
典
の
神
秘
性
を
高
め
る
た
め
の
仕
掛
け
と
考
え
ら
れ
る
。

筆
者
は
当
初
こ
れ
を
朝
鮮
撰
述
の
経
典
と
考
え
た
が
、
調
べ
て
い
る
う
ち
、
そ
れ
が
あ
の
有
名
な
『
西
遊
記
』
か
ら
素
材
を
取
っ
た

こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
経
典
と
似
た
も
の
が
中
国
で
流
通
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
考
察
の
過
程
と
結
果
を
報
告

す
る
。
本
文
献
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
簡
単
な
解
題
を
除
い
て
は
管
見
で
は
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
（
１
）

。

二

テ
キ
ス
ト

本
書
は
、
単
独
で
流
行
す
る
も
の
は
な
く
、
祈
祷
用
の
経
典
類
の
一
つ
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

年
代
が
最
も
古
い
の
は
奎
章
閣
所
蔵
本
で
、
題
目
は「
西
天
仏
説
八
万
大
蔵
経
目
録
」。
編
著
者
は
釈
沃
印
。
刊
行
年
度
は
１
７
９
２

年
。
巻
数
は
一
冊
二
張
。
木
版
本
と
あ
る
。

一
八
六
一
年
刊
行
本
は
慶
�
道
の
磧
川
寺
で
刊
行
さ
れ
、『
天
地
八
陽
神
呪
経
』
と
一
緒
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
一
八
八

二
年
に
刊
行
し
た
井
幸
編
『
仏
家
日
用
集
』
に
収
録
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
内
容
が
同
じ
で
『
僧
家
日
用
食
時
默
言
作
法
』

と
い
う
題
目
の
も
の
も
あ
る
。

蔵
書
閣
に
は
年
度
は
明
確
で
は
な
い
が
、『
要
集
文
』
と
い
う
名
称
で
、「
観
世
音
菩
薩
霊
験
略
抄
」、「
仏
説
明
堂
経
」
な
ど
の
附
録

と
し
て
、
印
度
史
、
支
那
史
、
朝
鮮
史
と
と
も
に
西
天
仏
説
八
万
大
蔵
経
目
録
が
収
録
さ
れ
る
。
印
度
史
、
支
那
史
、
朝
鮮
史
と
と
も
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に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
近
代
に
な
り
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三

内
容

続
い
て
奎
章
閣
所
蔵
本
（
一
八
八
二
年
刊
行
『
日
用
集
』
所
収
本
）
を
も
と
に
内
容
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
書
き
下
し
を
示
す
。
便
宜
上
、（
Ａ
）
か
ら
（
Ｈ
）
ま
で
の
符
号
を
記
す
。
ま
た
カ
ッ
コ
内
は
割
注
で
あ
る
。

（
Ａ
）
西
天
仏
説
八
万
大
蔵
経
目
録

（
Ｂ
）
涅
槃
経
一
部
。（
四
千
八
百
巻
の
内
、
四
十
二
巻
、
在
唐
。）
菩
薩
経
一
部
（
二
千
二
百
巻
の
内
、
三
十
六
巻
、
在
唐
）
虚

空
蔵
経
一
部
（
一
百
十
巻
の
内
、
十
巻
、
在
唐
）
思
議
蔵
経
一
部
（
五
十
巻
の
内
、
四
巻
、
在
唐
）
首
楞
厳
経
一
部
（
一
百
十
巻

の
内
、
十
巻
、
在
唐
）
决
定
経
一
部
（
一
百
四
十
巻
内
、
四
巻
、
在
唐
）
宝
蔵
経
一
部
（
一
百
四
十
五
巻
の
内
、
二
巻
、
在
唐
）

華
厳
経
一
部
（
二
万
三
千
巻
内
、
八
十
一
巻
、
在
唐
）
李
真
経
一
部
（
九
十
巻
の
内
、
三
巻
、
在
唐
）
大
般
若
経
一
部
（
一
千
六

百
巻
の
内
、
六
百
巻
、
在
唐
）
金
光
明
経
一
部
（
二
十
巻
の
内
、
十
巻
、
在
唐
）
未
曾
有
経
（
一
千
五
百
巻
の
内
、
五
十
巻
、
在

唐
）
維
摩
経
一
部
（
一
百
七
十
巻
の
内
、
三
巻
、
在
唐
）
三
論
別
経
一
部
（
二
百
七
十
巻
の
内
、
十
二
巻
、
在
唐
）
金
剛
経
一
部

（
一
百
巻
の
内
、
一
巻
、
在
唐
）
正
法
論
経
一
部
（
一
百
二
十
巻
の
内
、
二
巻
、
在
唐
）
法
華
経
一
部
（
一
百
巻
の
内
、
七
巻
、

在
唐
）
仏
本
行
経
一
部
（
一
千
八
百
巻
の
内
、
十
六
巻
、
在
唐
）。
五
龍
経
一
部
（
三
十
二
巻
の
内
、
二
巻
、
在
唐
）。
菩
薩
戒
経

一
部
（
一
百
六
十
巻
の
内
、
内
十
巻
。
在
唐
）。
大
集
経
一
部
（
一
千
三
百
巻
の
内
、
三
巻
。
在
唐
）。
西
天
論
経
（
三
百
三
十
巻

の
内
、
三
巻
。
在
唐
）。
僧
祗
経
一
部
（
五
百
七
十
巻
の
内
、
十
巻
。
在
唐
）。
西
天
仏
国
雑
経
（
九
千
三
百
巻
の
内
、
三
十
巻
。
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在
唐
）。
起
信
論
経
一
部
（
二
千
巻
内
、
五
十
巻
。
在
唐
）。
大
智
度
論
経
一
部
（
一
百
八
十
巻
内
、
十
巻
。
在
唐
）。
雑
宝
蔵
経

一
部
（
四
千
五
百
十
巻
の
内
。
一
百
四
十
巻
。
在
唐
）。
大
開
経
一
部
（
八
百
五
十
巻
の
内
、
二
十
巻
。
在
唐
）。
正
律
文
経
（
二

千
巻
内
、
十
巻
。
在
唐
）。
因
明
論
経
一
部
（
二
千
二
百
巻
の
内
、
五
十
巻
。
在
唐
）。
唯
識
論
経
一
部
（
一
百
巻
内
、
十
巻
。
在

唐
。）
具
含
論
経
一
部
（
二
千
巻
の
内
、
十
二
巻
。
在
唐
。）

（
Ｃ
）
四
十
二
章
経
。
遺
教
経
。
弥
陀
経
。
円
覚
経
。
梵
網
経
。
地
蔵
経
。
十
王
経
。
目
連
経
。
高
王
経
。
百
縁
経
。
月
蔵
経
。

（
Ｄ
）
西
天
大
蔵
経
は

計
四
億
八
万
四
百
巻
の
内
（
三
千
八
百
二
十
二
巻
、
譯
し
て
唐
に
在
り
）。

（
Ｅ
）
唐
僧
、
西
天
に
徃
き
て
取
り
來
る
。（
此
の
目
録
、
若
し
人
、
一
た
び
看
れ
ば
、
大
蔵
経
一
件
を
見
る
が
如
し
。
功
�
無
量
、

諸
仏
護
佑
に
し
て
、
世
世
生
生
、
常
に
男
子
の
身
を
得
。
毎
日
、
常
に
誦
し
て
頂
礼
す
れ
ば
福
寿
無
彊
に
し
て
�
害
は
自
か
ら
消

す
。
又
た
、
若
し
男
子
、
女
人
有
り
て
、
臨
命
終
時
、
此
の
経
の
目
録
を
紬
書
し
て
布
�
に
入
れ
、
胸
に
当
て
背
に
帰
す
れ
ば
、

則
ち
地
府
の
冥
司
た
る
閻
羅
王
、
合
掌
頂
礼
し
て
云
は
く
、「
此
の
人
、
罪
を
免
か
れ
指
し
て
西
方
弥
陀
仏
の
所
に
送
る
」
と
。

頌
し
て
云
く
、）

（
Ｆ
）「
此
の
経
に
霊
驗
無
し
と
道
ふ
こ
と
莫
か
れ
。
帯
ぶ
る
者
、
命
終
し
て
西
方
に
徃
く
。」
と
。

（
Ｇ
）
中
夏
よ
り
西
天
国
に
至
る
に
九
万
八
千
里
な
り
。
西
天
の
僧
寺
は
、
三
百
四
十
万
九
千
三
百
三
十
所
な
り
。
尼
寺
は
二
十

五
万
八
千
所
な
り
。
道
観
は
一
百
五
万
三
百
三
所
な
り
。
舘
譯
は
一
百
三
十
万
九
千
三
百
十
所
な
り
。
舍
利
塔
名
。
南
京
開
宝
塔
。

金
陵
長
安
塔
。
沙
州
白
馬
塔
。
凉
州
姑
洗
塔
。
甘
州
万
華
塔
。
魏
州
臨
黄
塔
。
阿
育
王
の
所
に
て
八
万
四
千
塔
を
造
る
。

（
Ｈ
）
大
蔵
目
録
自
り
宝
塔
に
至
る
。
板
本
は
本
と
平
安
道
妙
香
山
上
院
庵
に
在
り
。
而
し
て
今
、
重
刊
す
る
な
り
。

以
下
、
内
容
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
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（
Ａ
）
は
題
目
で
あ
る
。

（
Ｂ
）
で
は
三
二
種
の
経
典
名
、
本
来
の
巻
数
、
在
唐
の
巻
数
を
挙
げ
る
。

（
Ｃ
）
で
は
（
Ｂ
）
と
は
異
な
り
、
巻
数
は
挙
げ
ず
に
一
一
種
の
経
典
名
を
挙
げ
る
。

（
Ｄ
）
は
西
天
大
蔵
経
の
巻
数
が
四
億
八
万
四
百
巻
で
あ
り
、
そ
の
中
、
三
八
二
二
巻
が
翻
訳
さ
れ
て
唐
に
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。

（
Ｅ
）
で
は
、
唐
僧
、
西
天
に
徃
き
て
取
り
来
る
。
と
述
べ
た
後
、
次
の
三
つ
の
方
法
と
利
益
が
説
か
れ
る
。

第
一
に
、
目
録
を
ひ
と
た
び
見
る
と
大
蔵
経
を
読
ん
だ
の
と
同
じ
功
徳
が
あ
る
こ
と
。

第
二
に
、
毎
日
読
誦
す
る
と
災
害
が
お
の
ず
か
ら
消
失
す
る
こ
と
。

第
三
に
、
臨
終
の
時
に
こ
の
目
録
を
遺
体
の
服
に
入
れ
て
お
く
と
、
閻
魔
王
が
西
方
浄
土
に
送
っ
て
く
れ
る
こ
と
。

（
Ｆ
）
で
は
「
此
の
経
に
霊
驗
無
し
と
道
ふ
こ
と
莫
か
れ
。
帯
ぶ
る
者
、
命
終
し
て
西
方
に
徃
く
。」
と
説
く
。

（
Ｇ
）
で
は
中
国
か
ら
西
天
国
ま
で
の
距
離
、
寺
院
数
、
塔
の
名
前
を
説
く
。

（
Ｈ
）
で
は
刊
行
に
関
す
る
情
報
で
あ
り
、
板
本
が
本
来
平
安
道
妙
香
山
上
院
庵
に
あ
っ
た
こ
と
を
説
く
。

四

経
典
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
列
挙
さ
れ
る
経
典
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
表
に
ま
と
め
る
と
〈
表
１
〉
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
中
、
ま
ず
巻
数
が
列
挙
さ
れ
る
３２
種
の
経
典
名
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

こ
の
中
に
は
現
実
に
存
在
す
る
経
典
と
架
空
経
典
と
が
混
じ
っ
て
い
る
。
架
空
経
典
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
�
思
議
蔵
経
、
�
李

真
経
、
�
三
論
別
経
、
�
五
竜
経
、
�
西
天
論
経
、
�
僧
祇
経
、
�
西
天
仏
国
雑
経
、
�
起
信
論
経
、
	
大
智
度
論
経
、


大
開
経
、
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経典名 本来数 在唐数

１ 涅槃経 ４８００ ４２

２ 菩薩経 ２２００ ３６

３ 虚空蔵経 １１０ １０

４ 思議蔵経＊ ５０ ４

５ 首楞厳経 １１０ １０

６ 決定経 １４０ ４

７ 宝蔵経 １４５ ２

８ 華厳経 ２３０００ ８１

９ 李真経＊ ９０ ３

１０ 大般若経 １６００ ６００

１１ 金光明経 ２０ １０

１２ 未曾有経 １５００ ５０

１３ 維摩経 １７０ ３

１４ 三論別経＊ ２７０ １２

１５ 金剛経 １００ １

１６ 正法輪経 ２２０ ２

１７ 法華経 １００ ７

１８ 仏本行経 １８００ １６

１９ 五竜経＊ ３２ ２

２０ 菩薩戒経 １６０ １０

２１ 大集経 １３００ ３

２２ 西天論経＊ ３３０ ３

２３ 僧祇経＊ ５７０ １０

２４ 西天仏国雑経＊ ９３００ ３０

２５ 起信論経＊ ２０００ ５０

２６ 大智度論経＊ ２８０ １０

２７ 維宝蔵経 ４５１０ １４０

２８ 大開経＊ ８５０ ２０

２９ 正律文経＊ ２０００ １０

３０ 因明論経＊ ２２００ ５０

３１ 唯識論経＊ １００ １０

３２ 具舎論経＊ ２０００ １２

６２０５７ １２５３

３３ 四十二章経

３４ 遺教経

３５ 弥陀経

３６ 円覚経

３７ 梵網経

３８ 地蔵経

３９ 十王経

４０ 目蓮経

４１ 高王経

４２ 百録経

４３ 月蔵経

西天大蔵経 ４０００８０４００ ３８２２

�表１�『西天仏説八万大蔵経目録』に説かれる経典

経典名の次に＊が付いているものは実在しない経典
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�
正
律
文
経
、
�
因
明
論
経
、
�
唯
識
論
経
、
�
具
舎
論
経
で
あ
る
。
こ
の
中
、
�
三
論
別
経
、
�
起
信
論
経
、
�
大
智
度
論
経
、
�

因
明
論
経
、
�
唯
識
論
経
、
�
具
舎
論
経
は
、
論
に
む
り
や
り
経
を
つ
け
た
感
じ
が
す
る
も
の
で
あ
り
、
�
李
真
経
、
	
五
竜
経
は
道

教
の
雰
囲
気
が
す
る
。
こ
れ
ら
架
空
経
典
の
列
挙
か
ら
、
筆
者
は
当
初
、
本
経
と
同
様
に
架
空
経
典
を
多
数
列
挙
す
る
、
中
国
あ
る
い

は
新
羅
で
説
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
の
関
連
を
予
想
し
、
こ
の
経
典
が
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
謎
を
解
く
ヒ
ン

ト
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
『
西
遊
記
』
と
の
関
連
で
あ
っ
た
。

続
い
て
巻
数
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
例
え
ば
、

『
涅
槃
経
』
一
部
四
八
〇
〇
巻
、
四
二
巻
在
唐

と
い
う
書
き
方
は
、
本
来
の
涅
槃
経
は
四
千
八
百
巻
も
あ
る
の
に
、
実
際
に
は
ご
く
一
部
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
い

う
。
こ
れ
は
経
典
自
体
の
神
秘
化
の
作
用
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
こ
の
表
の


か
ら
�
ま
で
の
１１
の
経
典
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
同
じ
経
典
な
の
に
、
ど
う
し
て
最
初
の
３２
と
は
別

建
て
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
巻
数
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
か
。
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。

五

成
立
に
つ
い
て

（
一
）
『
西
遊
記
』
収
録
の
経
典
群

経
典
群
の
背
後
に
あ
る
も
の
は
何
か
。
調
べ
て
み
る
と
原
材
料
は
『
西
遊
記
』
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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『
西
遊
記
』
の
第
九
十
八
回
「
猿
熟
馬
馴
方
脱
殻
、
功
成
行
満
見
真
如
」
で
は
、
凌
雲
渡
を
渡
り
、
霊
山
に
登
り
、
釈
迦
如
来
と
対

面
し
た
三
蔵
法
師
一
行
が
経
典
を
受
け
取
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
つ
い
に
天
竺
の
如
来
の
も
と
に
達
し
た
三
蔵
法
師
一
行
が
、
如
来
の

も
て
な
し
を
受
け
た
後
、
い
よ
い
よ
経
典
を
受
け
取
る
と
い
う
段
。
阿
難
と
迦
葉
が
三
蔵
を
案
内
し
て
経
典
を
さ
し
あ
げ
る
と
い
う
。

そ
の
と
き
、
こ
と
も
あ
ろ
う
か
阿
難
と
迦
葉
は
三
蔵
に
賄
賂
を
要
求
す
る
。
や
ん
わ
り
と
断
る
三
蔵
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
聞
く
と
二

人
は
な
か
な
か
経
典
を
渡
そ
う
と
し
な
い
。
業
を
に
や
し
た
悟
空
が
如
来
の
下
で
話
を
つ
け
る
と
言
い
出
す
と
、
二
人
は
よ
う
や
く
経

典
を
渡
す
。

問
題
は
そ
こ
で
列
挙
さ
れ
た
経
典
で
あ
る
。
そ
れ
は
三
十
五
種
の
経
典
で
、
巻
数
が
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
を
『
西
天
仏
説
』
と
対
比

さ
せ
る
と
〈
図
１
〉
の
よ
う
に
な
る
。

両
者
は
大
ま
か
に
は
似
て
い
る
が
細
か
な
違
い
も
見
い
だ
せ
る
。
経
典
名
か
ら
い
え
ば
、
�
か
ら
�
ま
で
は
共
通
し
て
い
る
が
、
�

と
�
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
『
西
遊
記
』
�
『
思
意
経
大
集
』
は
『
西
天
仏
説
』
�
「
思
議
蔵
経
」
の
誤
記
ら
し
い
（
点
線
で

示
し
た
の
は
こ
の
意
味
）。
こ
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
ず
れ
が
あ
る
。

『
西
遊
記
』
が
合
計
三
十
五
種
、『
西
天
仏
説
』
が
合
計
三
十
二
種
で
あ
る
か
ら
、『
西
遊
記
』
に
あ
っ
て
『
西
天
仏
説
』
に
な
い
も

の
が
３
種
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
�
『
瑜
伽
経
』、
�
『
法
常
経
』、
�
『
大
孔
雀
経
』
で
あ
る
。
こ
う
し
た
違
い
は
あ
る
が
、
両

者
が
似
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
本
書
が
『
西
遊
記
』
か
ら
素
材
を
と
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
最

初
に
筆
者
は
、
本
書
の
原
材
料
は
中
国
の
小
説
『
西
遊
記
』
で
、
こ
れ
を
素
材
と
し
て
朝
鮮
で
編
纂
さ
れ
た
の
が
『
西
天
仏
説
八
万
大

蔵
経
』
で
あ
る
と
推
測
し
た
。

だ
が
、
調
べ
て
み
る
と
、
一
六
世
紀
の
中
国
明
代
の
人
物
で
『
西
天
経
』
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の

仮
説
を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
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図１ 『西遊記』と『西天仏説大蔵経目録』との経典名比較
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（
二
）

胡
応
麟
の
言
及

胡
応
麟
（
一
五
五
一
年
―

一
六
〇
二
年
）
は
中
国
明
代
の
学
者
で
、
字
は
元
瑞
ま
た
は
明
瑞
。
少
室
山
人
、
時
羊
生
と
号
す
る
。
南

京
の
官
で
あ
っ
た
胡
僖
の
子
と
し
て
蘭
谿
（
現
在
の
浙
江
省
金
華
市
蘭
谿
市
）
に
生
ま
れ
る
。
幼
少
よ
り
詩
を
善
く
書
き
、
万
暦
四
年

（
一
五
七
六
年
）
に
挙
人
と
な
る
。
た
だ
し
万
暦
一
一
年
、
一
四
年
、
二
三
年
、
二
七
年
の
会
試
に
及
第
せ
ず
、
つ
い
に
官
に
登
用
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
山
中
に
居
住
し
読
書
に
ふ
け
り
、
貧
し
い
な
が
ら
も
書
物
を
収
集
し
四
万
冊
に
及
ぶ
。
学
問
の
範
囲
は
経
史
子
集
に

わ
た
り
、
儒
家
・
仏
教
・
道
教
に
至
る
ま
で
に
な
っ
た
。
編
纂
書
・
著
作
が
非
常
に
多
い
。（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
）

彼
の
『
少
室
山
房
筆
叢
』
正
集
三
六
巻
・
続
集
一
六
巻
の
中
に
、『
西
遊
記
』
の
経
典
群
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
。
原
文
と
現
代
語

訳
を
並
記
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

大
蔵
経
四
千
五
十
余
巻
、
而
諸
家
書
目
所
載
、
僅
百
数
十
種
。
蓋
唱
偈
疏
懺
等
於
文
義
、
相
違
不
得
尽
収
也
。
然
以
西
天
経
、
総

較
之
、
直
百
之
一
耳
。
因
録
此
広
異
聞
、
不
必
論
其
有
無
。（
大
蔵
経
に
は
四
千
五
十
余
巻
あ
る
と
い
う
が
、
諸
家
の
書
目
の
所

載
は
僅
か
に
百
数
十
種
だ
け
で
あ
る
。
思
う
に
唱
偈
、
疏
懺
等
は
文
義
が
相
違
す
る
の
で
尽
く
収
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ

ろ
う
。
と
こ
ろ
で
『
西
天
経
』
を
も
と
に
、
総
じ
て
比
較
す
る
と
直
ち
に
百
の
一
に
し
か
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
こ
の
広
異
聞
を
記

録
す
る
。
必
ず
し
も
そ
の
有
無
は
論
じ
な
い
（
２
）

。）

胡
応
麟
が
挙
げ
る
『
西
天
経
』
を
み
る
と
、
朝
鮮
本
の
よ
う
に
在
唐
の
巻
数
が
付
い
て
い
る
。
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
丸
カ
ッ
コ
の

番
号
を
付
し
て
並
べ
た
。
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�
『
涅
槃
経
』（
四
八
〇
〇
巻
内
、
四
〇
巻
在
唐
）、
�
『
菩
薩
経
』（
二
一
〇
〇
巻
内
、
三
六
巻
在
唐
）、
�
『
虚
空
蔵
経
』（
四

〇
〇
巻
内
、
二
巻
在
唐
）、
�
『
首
楞
厳
経
』（
一
一
〇
巻
内
、
一
〇
巻
在
唐
）、
�
『
恩
意
経
』（
五
〇
巻
内
、
四
巻
在
唐
）、
�

『
決
定
経
』（
一
四
〇
巻
内
、
四
巻
在
唐
）、
�
『
宝
蔵
経
』（
一
四
〇
巻
内
、
二
巻
在
唐
）、
�
『
華
厳
経
』（
二
三
〇
〇
〇
巻
内
、

八
一
巻
在
唐
）、
	
『
李
真
経
』（
９０
巻
内
、
３
巻
在
唐
）、


『
大
般
若
経
』（
一
六
〇
〇
巻
内
、
六
巻
在
唐
）、
�
『
金
光
明
経
』

（
一
〇
〇
〇
巻
内
、
１０
巻
在
唐
）、
�
『
未
曾
有
経
』（
一
五
〇
〇
巻
内
、
五
〇
巻
在
唐
）、


『
維
摩
経
』（
一
七
〇
巻
内
、
三
巻

在
唐
）、
�
『
三
論
別
経
』（
二
七
〇
巻
内
、
一
二
巻
在
唐
）、
�
『
金
剛
経
』（
一
〇
〇
巻
内
、
一
巻
在
唐
）、
�
『
正
法
輪
経
』（
二

二
〇
巻
内
、
二
巻
在
唐
）、
�
『
仏
本
行
経
』（
一
八
〇
〇
巻
内
、
六
〇
巻
在
唐
）、
�
『
五
竜
経
』（
三
二
巻
内
、
二
巻
在
唐
）、

�
『
菩
薩
戒
経
』（
一
一
六
巻
内
、
一
六
巻
在
唐
）、
�
『
大
集
経
』（
一
二
〇
〇
巻
内
、
三
巻
在
唐
）、
�
『
摩
竭
経
』（
三
五
〇

巻
内
、
四
〇
巻
在
唐
）、
�
『
法
華
経
』（
一
〇
〇
巻
内
、
七
巻
在
唐
）
�
『
瑜
伽
経
』（
一
〇
〇
巻
内
、
三
巻
在
唐
）
�
『
宝
常

経
』（
一
〇
〇
〇
巻
内
、
七
〇
巻
在
唐
）
�
『
西
天
論
経
』（
三
三
〇
〇
巻
内
、
三
巻
在
唐
）
�
『
僧
�
経
』（
五
七
〇
巻
内
、
一

〇
巻
在
唐
）、
�
『
西
天
仏
国
雑
経
』（
九
五
〇
〇
巻
内
、
三
〇
巻
在
唐
）、
�
『
起
信
論
経
』（
二
〇
〇
〇
巻
内
、
五
〇
巻
在
唐
）、

�
『
大
智
度
経
』（
一
八
〇
巻
内
、
一
〇
巻
在
唐
）、
�
『
宝
蔵
経
』（
四
五
二
〇
巻
内
、
一
四
〇
巻
在
唐
）、
 
『
本
閣
経
』（
八

五
〇
巻
内
、
二
〇
巻
在
唐
）、
!
『
正
律
文
経
』（
二
〇
〇
〇
巻
内
、
一
〇
巻
在
唐
）、
"
『
因
名
論
経
』（
二
二
〇
〇
巻
内
、
五
〇

巻
在
唐
）、
#
『
唯
識
論
経
』（
一
〇
〇
巻
内
、
一
〇
巻
在
唐
）、
$
『
具
舎
論
経
』（
二
〇
〇
〇
巻
内
、
一
〇
巻
在
唐
）、

こ
れ
を
『
西
遊
記
』、
朝
鮮
伝
承
『
西
天
経
』
と
比
較
さ
せ
る
と
〈
図
２
〉
の
よ
う
に
な
る
。

三
者
を
対
応
さ
せ
て
み
る
と
、
ま
ず
『
西
遊
記
』
か
ら
胡
応
麟
所
引
『
西
天
経
』
へ
の
変
化
が
見
て
取
れ
る
。『
西
遊
記
』
の
	
『
礼
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図２ 『西遊記』と胡応麟所引『西天経』『西天仏説八万大蔵経目録』との比較
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真
如
経
』
が
�
『
李
真
経
』
に
、
�
『
仏
国
雑
経
』
が
�
『
西
天
仏
国
雑
経
』
に
、
�
『
宝
威
経
』
が
�
『
宝
蔵
経
』
に
、
�
『
大
孔

雀
経
』
が
�
『
因
名
論
経
』
に
、
�
『
繊
識
論
経
』
が
�
『
唯
識
論
経
』
に
変
化
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
『
西
遊
記
』
と
現
行
の
『
西
天
仏
説
八
万
大
蔵
経
目
録
』
の
間
に
、
一
六
世
紀
に
存
在
し
た
『
西
天
経
』
を
想
定
す
る
必

要
が
出
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
本
書
は
、
中
国
で
原
形
が
成
立
し
、
そ
れ
が
朝
鮮
に
入
り
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。

た
だ
、
そ
の
ま
ま
伝
え
ら
れ
た
の
か
改
変
さ
れ
た
の
か
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
、
題
目
に
あ
る
「
八
万
大
蔵
経
」
は
、
高

麗
大
蔵
経
の
別
称
で
あ
る
か
ら
朝
鮮
で
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
。
と
り
あ
え
ず
現
在
ま
で
の
考
察
で
わ
か
る
結

果
は
、

『
西
遊
記
』
第
九
八
回
の
中
の
回
の
経
典
列
挙
（
一
六
世
紀
こ
ろ
）

←

『
西
遊
記
』
を
基
礎
と
し
て
経
典
の
在
唐
巻
数
を
入
れ
た
『
西
天
経
』
が
中
国
で
成
立
（
一
六
世
紀
後
半
）

←

題
目
に
高
麗
大
蔵
経
を
受
け
た
「
八
万
大
蔵
経
」
を
入
れ
た
『
西
天
仏
説
八
万
大
蔵
経
目
録
』
が
朝
鮮
で
成
立
（
下
限
は
一
八
世
紀

後
半
）

と
な
る
。
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六

朝
鮮
に
お
け
る
『
西
遊
記
』
の
受
容

続
い
て
朝
鮮
に
お
け
る
『
西
遊
記
』
受
容
に
つ
い
て
先
学
の
研
究
成
果
を
も
と
に
一
瞥
す
る
。
こ
れ
は
本
書
が
『
西
遊
記
』
を
受
け

て
い
る
と
し
て
、
伝
承
さ
れ
た
朝
鮮
に
お
い
て
『
西
遊
記
』
が
ど
れ
く
ら
い
受
容
さ
れ
て
い
た
の
か
が
流
行
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
一
）

朝
鮮
に
お
け
る
『
西
遊
記
』

磯
部
彰
『
旅
行
く
孫
悟
空
―
東
ア
ジ
ア
の
西
遊
記
』
に
よ
れ
ば
（
３
）

、
朝
鮮
に
お
け
る
『
西
遊
記
』
受
容
の
最
初
は
１６
世
紀
に
成
立
し
た

崔
世
珍
『
朴
通
事
諺
解
』
で
あ
り
、
こ
れ
は
中
国
語
学
習
書
で
あ
る
が
こ
の
中
に
元
代
の
「
元
本
西
遊
記
」
が
引
用
さ
れ
る
と
い
う
。

同
時
期
、
朝
鮮
で
は
明
の
四
大
奇
書
で
あ
る
『
三
国
志
通
俗
演
義
』、『
水
滸
伝
』、『
金
瓶
梅
』、
そ
し
て
『
西
遊
記
』
が
入
っ
て
い
た

と
い
う
。
一
七
世
紀
半
ば
に
は
こ
れ
を
資
料
的
に
追
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
よ
っ
て
『
西
天
仏
説
』
が
導
入
さ
れ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
を
見
た
人
々
は
、
そ
れ
が
『
西
遊
記
』
に
基
づ
く
も
の
と
わ
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）

寺
院
殿
閣
に
描
か
れ
た
西
遊
記
図
像

続
い
て
同
じ
く
朝
鮮
に
お
け
る
『
西
遊
記
』
流
行
に
つ
い
て
、
寺
院
に
描
か
れ
た
図
像
を
も
と
に
考
え
て
み
る
。
チ
ェ
・
ペ
ク
は
『
朝

鮮
後
期
寺
院
殿
閣
に
見
え
る
西
遊
記
図
像
研
究
』（
東
亜
大
学
校
修
士
論
文
、
二
〇
二
一
年
）
で
、
一
九
世
紀
に
寺
院
の
建
物
の
壁
画

な
ど
に
描
か
れ
た
西
遊
記
図
像
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
研
究
の
要
約
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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仏
教
界
は
壬
辰
倭
乱
と
丙
子
胡
乱
な
ど
で
被
っ
た
被
害
を
回
復
し
よ
う
と
し
、
民
間
階
層
で
流
行
し
た
主
題
を
仏
教
絵
画
と
し

て
描
き
、
彼
ら
の
関
心
と
後
援
を
受
け
よ
う
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、『
西
遊
記
』
の
場
面
や
人
物
な
ど
が
壁
画
と
仏
画
か
ら
確

認
さ
れ
る
。
壁
画
の
場
合
、
一
八
世
紀
嶺
南
地
域
を
中
心
に
計
一
一
点
が
現
存
し
、「
神
衆
図
」
と
「
三
蔵
菩
薩
図
」
に
は
「
西

遊
記
」
の
登
場
人
物
で
あ
り
、
中
国
の
文
臣
で
あ
る
尉
遲
敬
�
と
陳
叔
宝
、
魏
徴
が
神
衆
と
し
て
登
場
す
る
事
例
が
四
〇
点
確
認

さ
れ
る
。

西
遊
記
壁
画
は
通
度
寺
龍
華
殿
を
は
じ
め
、
仏
国
寺
大
雄
殿
、
龍
淵
寺
極
楽
殿
、
双
渓
寺
大
雄
殿
に
描
か
れ
た
。
通
度
寺
と
仏

国
寺
、
龍
淵
寺
の
場
合
、
明
代
刊
行
さ
れ
た
『
李
卓
悟
先
生
批
評
西
遊
記
』
の
挿
絵
を
参
照
し
て
描
い
た
が
、
変
容
が
起
き
た
。

例
え
ば
、
壁
画
の
話
題
を
小
説
回
の
原
題
と
異
な
っ
て
書
い
た
り
、
孫
悟
空
が
猿
で
は
な
く
童
子
の
姿
で
描
か
れ
る
な
ど
の
様
相

が
見
え
る
。

西
遊
記
壁
画
は
嶺
南
地
域
だ
け
で
製
作
さ
れ
、
一
八
世
紀
に
集
中
的
に
描
か
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
時
期
と
地
域
で
製
作

さ
れ
た
西
遊
記
壁
画
は
、
こ
れ
を
主
導
し
た
画
僧
集
団
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
彼
ら
と
交
流
し
た
画
僧
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た

は
ず
だ
。

一
九
世
紀
に
な
る
と
、「
神
衆
図
」
と
「
三
蔵
菩
薩
図
」
に
「
西
遊
記
」
の
登
場
人
物
で
あ
り
文
臣
で
あ
る
尉
遲
敬
�
と
陳
叔

宝
、
そ
し
て
魏
徴
が
描
か
れ
る
。
文
臣
は
道
教
の
神
で
門
を
守
る
守
護
神
だ
。
中
国
で
は
彼
ら
を
描
い
た
門
背
図
を
門
に
付
け
て

悪
鬼
を
追
う
信
仰
が
あ
り
、
こ
れ
は
朝
鮮
後
期
に
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
臣
が
神
衆
と
し
て
描
か
れ
た
の
は
、
彼
ら
が

仏
教
に
習
合
さ
れ
て
仏
法
を
守
護
す
る
役
割
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
家
庭
の
安
寧
と
起
伏
の
意
味
で
財
神
の
性
格
も
現
れ
る
た
め

だ
（
４
）

。
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こ
の
よ
う
に
寺
院
建
築
に
『
西
遊
記
』
が
モ
チ
ー
フ
と
し
て
描
か
れ
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
民
衆
に
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
『
西
天

仏
説
八
万
大
蔵
経
目
録
』
寺
院
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

七

結
語

以
上
、
本
稿
で
は
朝
鮮
伝
承
の
偽
経
『
西
天
仏
説
八
万
大
蔵
経
目
録
』
を
検
討
し
た
。
こ
の
経
典
は
、
題
目
を
見
る
だ
け
の
功
徳
が

説
か
れ
、
他
の
現
世
利
益
の
経
典
類
と
は
異
な
る
特
徴
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
経
典
に
本
来
数
と
在
唐
数
と
を
分
か
ち
、
現
実
に
伝
わ
る

の
は
ご
く
一
部
で
あ
る
と
い
う
形
で
経
典
を
神
秘
化
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
も
め
ず
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
来
歴
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、『
西
遊
記
』
に
収
録
さ
れ
た
三
五
種
の
経
典
が
ま
ず
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
一
六
世
紀
以
前
に
原

本
『
西
天
経
』
が
中
国
で
作
ら
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
朝
鮮
に
伝
承
さ
れ
た
と
考
察
し
た
が
、
具
体
的
に
改
変
が
行
わ
れ
た
部
分
に
つ
い

て
は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
題
目
に
あ
る
「
八
万
大
蔵
経
」
朝
鮮
に
お
い
て
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

偽
経
は
、
一
般
に
そ
の
目
的
が
現
世
利
益
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
仏
教
思
想
を
中
心
と
し
た
仏
教
学
の
立
場
か
ら
は
検
討
の

対
象
と
は
さ
れ
に
く
い
。
し
か
し
、
本
書
で
見
た
よ
う
な
背
景
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
文
化
的
な
価
値
と
い
う
も
の
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

偽
経
、
西
天
仏
説
八
万
大
蔵
経
目
録
、
西
遊
記
、
朝
鮮
、
大
蔵
経
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